
③ 内筒解体概要
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図8-1-6 内筒溶断繰り返し作業説明図

図8-1-5 内筒搬出後吊り降ろし図

撤去後、

内筒を

２ｍ

下げる

ベルトスリングにて固定

除染済み内筒解体廃材

フォークリフトに乗せて
場内運搬。

筒身をウインチにて２ｍ程度下げ、

１cm程持ち上げた状態で止めます。

筒身最上部の吊りピースが、第３

支持点に下がるまで、以上の工程

を繰り返して切り降ろします。

第３支持点

第２支持点

解体対象内筒

①当初第３支持点に
あった吊りピースの
冶具を頂部へ付替え

②煙突頂部のワイヤー
（４点）に盛替え

第３支持梁

煙突頂部４点の穴を開けておいた箇所に

長シャックルを通しておきます。

２ｍの溶断～吊り降ろしを繰り返して、

13回目(25ｍ)の溶断後、当初は第３支持

点部にあった吊りピース（左図では第２

支持点付近まで降りた状態）を、煙突頂

部のワイヤー４点（左図では第３支持点

に降りた状態）へ玉掛け直します。

このとき内筒は、第１～３支持梁がある

ため、転倒する心配はありません。

25ｍ降ろすことで第２支持梁上で安全に

玉外し作業ができ、第３支持梁上で安全

に玉掛け作業ができます。玉外し・玉掛

けは必ず１箇所ずつ行うことで、筒身が

フリーの状態とならないよう行います。

溶断・撤去、玉掛け直し作業を繰り返し、

最後の２ｍは玉掛けを外し搬出します。

以上の作業を３本の内筒で各々繰り返し、

最終的に撤去が完了します。

（左図では外筒を省略しています｡）
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（２）移動昇降式足場･タワークレーン組立、螺旋階段等解体

① 組立・解体等フロー

移動昇降式足場
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② 移動式昇降足場（スカンクライマー）の組立

図8-2-1 移動昇降式足場組立図

ア．リフティングユニットの組立、据付

マストにリフティングユニットをクレーンで取り付ける

イ．最下部の壁つなぎをとる

最下部取付位置はGLより3.2ｍ以内に取り付ける

ウ．クライミング／壁つなぎの取付

移動昇降式足場初回設置

壁つなぎイメージ

移動昇降式足場脚部状況図
マスト接続部拡大図

壁つなぎ状況図

据付時吊りイメージ

据付時平面図

クライミング方法
煙突

4070 1
61
3

クレーン

リフティング
ユニット

マスト

マストプレート

マキシアンカー

ウォールブラケット

リフティングユニット

プラットフォームと構造物
の距離は220mm以上開ける

ミニシャーシ

接続完了
イメージ

マスト

(1) マストを荷台に乗せる
(2) １本ずつマストを連結

(1) (2)

最下段
壁つなぎ

タワークレーン基礎杭貫

図8-2-2 移動昇降式足場設置図

エ．手摺取付（手摺高さは1.3ｍ）

オ．電源ケーブル及びリモコンスイッチ接続

カ．安全装置の装着と作動確認

最上部・最下部リミット、偏荷重リミット取付・調整等

キ．各部点検及び自主検査

電動機・リミットスイッチ動作確認等

ク．完了

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺

コーナー手摺

延長床
延長床 コーナー

手摺

手摺割り付け図延長床

移動昇降式足場 移動昇降式足場

移動昇降式
足場

移動昇降式足場
設置完了

ミニシャーシ
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③ タワークレーンの組立

図8-2-3 タワークレーン組立図(1)

ア．基礎打設（内筒解体撤去後に施工）

イ．台座の取付

組立てクレーンで台座を吊り上げ据え付ける

ウ．タワーの取付

タワーを引き起こしボルトにて台座に取付ける

エ．壁ツナギの取付

オ．クライミングフレームの取付

標準タワー

強化タワー

3,450kg

3,780kg

吊環

吊環

安全ブロック取付

安全
ブロック
取付

台座に接続

台座より上部取付

踊り場

▽２段目

▽６段目

横桟上面

横桟上面

クライミング時
ジブ方向

カ．クレーン取付／ジブ取付／クライミング

キ．巻き上げワイヤー設置／電源ケーブル・リモコンスイッチ接続

ク．安全装置装着・作動確認／各部点検及び自主検査／完了

クライミングフレーム
に踊り場を取り付ける

図8-2-4 タワークレーン組立図(2)

タワークレーン
初回設置状況
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④ 螺旋階段解体

図8-2-6 螺旋階段解体状況図

図8-2-5 チルクライマー・ゴンドラ設置図（内筒撤去後の煙突頂部）

単管手摺

親綱

スタンション

ゴンドラ

チルクライマー（赤丸：梁の下部）

第４支持梁（最上部）

第４支持梁受け架台

外筒飾り開口

外筒（コンクリート）

螺旋階段はチルクライマーによる吊り切りで、

下部より切断を開始し全て下へ吊り降ろします。

玉掛けワイヤー（チルクライマー）

鉄骨階段

ゴンドラワイヤー

玉掛けワイヤー（チルクライマー２）

吊り下げたゴンドラを使い、鉄骨階段をガス切断にて

解体します。鉄骨階段はチルクライマー２基を使って

左図のように玉掛けをした後、切断を行います。

（左図では外筒を省略しています。）

左図のように、２基のチルクライマーを均等水平に

吊り降ろし、ゴンドラは上方に退避させ、切断した

階段を下部に降ろし接地させます。チルクライマー

はゴンドラに乗る作業員がリモコンにて操作します。

降ろした鉄骨階段は搬出口より煙突外へ搬出します。

同様の手順を繰り返し、螺旋階段を全て撤去します。

（左図では外筒を省略しています。）
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④ 支持梁の解体

煙突内の支持梁は、右図のとおり下部

から順に第１から第４まであります。

支持梁の解体撤去は、螺旋階段のとき

と同様、チルクライマーとゴンドラを

使用し下部から順に行います。

最上部にある第４支持梁については、

タワークレーンを使用し煙突外部へ

吊り降ろしを行います。

図8-2-7 煙突内支持梁配置図

図8-2-8 支持梁解体撤去作業図

チルクライマーワイヤー

切断位置

第１支持梁

第２支持梁

第３支持梁

第４支持梁

ゴンドラを使い、支持梁の鉄骨をガス切断します。

切断後、チルクライマー２基を使って左図のよう

に玉掛けをした後、吊り降ろします。

（左図では外筒を省略しています。）

最後に、チルクライマーとゴンドラを撤去した後、

最上部の第支持梁を切断後、タワークレーンにて

煙突外部に吊り上げ、地上まで降ろします。
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（３）外筒解体

① 外筒解体フロー

※移動昇降式足場・タワークレーン
は順次解体

移動昇降式足場
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② 外筒解体概要

防塵カーテン解放時 防塵カーテン閉鎖時

タワークレーン

図8-3-1 頂部密閉養生（ケージシステム）組立図

開閉方向開閉方向

移動昇降式足場
集塵機設置位置

南側立面図

図8-3-2 ワイヤーソーによる切断状況図

解体に際し煙突頂部は

ケージシステムによる

養生をし、粉塵の外部

への飛散を防止します。

断面図

平面図 ワイヤーソー設置イメージ

ワイヤーソー

密閉養生（ケージシステム）

カーテン開口範囲

1500

ワイヤーソー切断位置

凡例：｜ 施工箇所

ワイヤーソー
防護ネット

ワイヤーソー
防護ネット

防護ネット

集塵機

ワイヤーソー
防護ネット

ワイヤーソー
防護ネット

防護ネット

集塵機

ワイヤーソー

コアマシン

コアマシン

コア削孔時排水養生
ｺｱﾏｼﾝ下ｼｰﾄ養生
排水はバケツに
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② 外筒解体概要

図8-3-3 切断ブロック吊り降ろし状況図

図8-3-4 切断ブロック地上部移動･小割状況図

カーテン開口範囲吊りとり完了箇所
※墜落防止措置

の手摺を設置

集塵機

集塵機

断面図

平面図

煙突内部へ吊り降ろす状況

断面図

切断ピース

玉外し者

15tフォークリフト

煙突内部へ吊り降ろし

ブロックは一時､上部養生から出ます

ワイヤーソー
防護ネット

密閉養生
（ケージシステム）

3
6
0
0

煙突内部へ吊り降ろし

タワークレーンフック

チェーン
スリング
Φ20mm×4

玉掛けワイヤー
Φ20mm 3.0×4

シャックル
8.5t×4個

吊り姿図

断面図 平面図

吊り降ろしブロック
固定状況

15tフォークリフト
レバーブロックにて固定

集塵機

防音パネル養生

レバーブロック
にて固定

15tフォークリフト

敷鉄板5×10
0.82t

切断ピース
重量:
3.72～7.88t

北側まで移動
（周辺対策）

吊り降ろしブロックはフォークリフト

にて現場北側まで移動し、全覆い仮設

テント内で重機にて小割を行います。

散水者立入禁止措置

小割重機0.7㎥

埋戻し重機0.7㎥
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② 外筒解体概要

移動昇降式足場

断面図

図8-3-6 外筒解体時粉じん対策図

解体したコンクリートガラは現場

北側へ移動させ重機で小割します

重機にて煙突外筒を噛み崩す

ようにして解体を行います

断面図

断面図

平面図

解体したコンクリートガラは現場

北側へ移動させ重機で小割します

重機で煙突外筒を噛み崩す

ようにして解体を行います

断面図

平面図

図8-3-5 外筒下部解体･発生ガラ小割状況図

集塵機
300㎥/min

散水者立入禁止措置

小割重機0.7㎥

重機0.7㎥

作業指揮者

小割重機
0.7㎥

重機
0.7㎥

解体発生ガラ

立入禁止措置散水者

解体発生ガラ

解体発生ガラ

立入禁止措置

解体機1.6㎥

解体機
1.6㎥

立入禁止措置 散水者

開口部養生
煙道部

枠組足場W=610
(手摺据置型)

下桟＋防音ﾊﾟﾈﾙ

外やらず

解体発生ガラ

は煙突内に

落とします

作業指揮者 散水者

エンドストッパー

エンドストッパー

枠組足場W=610
(手摺据置型)

下桟＋防音ﾊﾟﾈﾙ

昇降階段
ハッチ式

外やらず

火打ちﾊﾟｲﾌﾟ

壁つなぎ

散水者
ﾌﾙﾊｰﾈｽ装備

タワークレーン

移動昇降式足場
集塵機

設置位置 南側立面図

集塵機設置イメージ(ケージシステム内)

1500

移動
昇降式
足場

密閉養生（ケージシステム）

内部は負圧に
なっています

ワイヤーソー 防護ネット

ワイヤーソーから出た粉塵は
ダクトで吸引し集塵します

集塵機へ

集塵機設置イメージ(煙突頭頂部)

集塵機設置イメージ(平面図)

負圧範囲断面図

西 東

煙突内部から
頂部養生まで
負圧の状態を
保ちます

集塵機
150㎥/min

移動昇降式足場

移動昇降式足場

タワークレーン

カーテン開口の状態

局所集塵機にて集塵された粉塵は、地上

に設置した300㎥/mと150㎥/mの集塵機に

よって外筒内部全体を負圧にしているた

め、頂部から地上方向へ空気が流れるこ

とで吸塵されます。なお煙突頂部が1.5m

開口していても、地上の集塵機によって

煙突頂部から空気を吸引し地上まで流れ

るため、粉塵は外部には飛散しません。



９ 煙突解体用タワークレーン
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・煙突の外筒解体時にタワークレーンを設置し使用します。
・ジブ（腕）の最大作業半径は23ｍですが、通常作業ではジブを起こし、
作業半径17ｍ以内で使用します。

（１）タワークレーンの使用について

図9-1 タワークレーン設置立面図



② 強風対策について
タワークレーンの作業停止時は、ジブを伏せ、旋回フリーの状態（固定をしな

い状態）とするよう設計されています(図8-2-1)｡これは、ジブを強制的に固定す
ると強風時に損傷し、逆に危険を伴うところによります(図8-2-2)｡このため、強
風時には図8-2-1 に示す方向以外の向きとなる場合もありますが、安全対策上、
特に問題はないことをご理解ください。

P42

（２）タワークレーンの強風対策について

① 作業半径について
作業半径17ｍ以内の場合、ジブ（腕）が360度旋回しても敷地境界からはみ出す

ことはありません。また、図の位置で旋回規制をかけます。

旋回リミット→

図9-2-2 ジブ旋回フリーの状態 図9-2-3 ジブ旋回固定の状態

（一般社団法人日本クレーン協会ウェブサイトより引用）

図9-2-1 タワークレーン作業半径平面図

旋回リミット→



10 環境測定結果
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（１）騒音・振動測定結果について

項 目 騒 音 振 動

基 準 値
85デシベル

（特定建設作業）
75デシベル

（特定建設作業）

（２）騒音・振動対策について

② 測定結果について
令和６(2024)年２月から令和６(2024)年12月までの騒音・振動測定結果のデータ

は別紙のとおりとなります。ご不明な点などがありましたらおたずねください。
（オープンハウスにご参加いただけなかった方も、解体現場の工事事務所で測定結
果のデータをご覧いただけます。）

図10-1 騒音・振動測定箇所図

① 測定地点について

引き続き、騒音規制法、振動規制法及び都民の健康と安全を確保する環境に関す
る条例（以下「環境確保条例」という。）に基づく騒音、振動の規制基準を遵守し、
周辺環境に十分配慮し施工します。また、本工事で使用する重機類等は、原則とし
て低騒音・低振動対策型・排出ガス対策型を使用します。

表10-1 騒音・振動の規制基準
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② 測定方法
ダイオキシン類に係る大気調査測定マニュアル（令和４年３月環境省）に基づき測定
ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル（令和４年３月環境省）に基づき測定

③ 測定時期
大気調査：施工前、施工中、解体工事完了後
なお､施行中及び施工後における測定は管理区域内(工場棟内部等)より行います

土壌調査：施工前、解体工事完了後

④ 測定結果

東

南

西

北

（２）ダイオキシン類測定結果について

① 測定箇所

図10-2 ダイオキシン類測定箇所図

※環境省が定める大気中のダイオキシン類の環境基準は0.6pg-TEQ/m3以下です。

■ 大気調査 （単位：pg-TEQ/m3）

区 分 測定日 北 東 西 南

施工前 令和６(2024)年
１月11日 0.0082 0.0091 0.0087 0.0093

■ 土壌調査 （単位：pg-TEQ/g）

区 分 測定日 北 東 西 南

施工前 令和６(2024)年
３月１日 0 0 0 0

※環境省が定める土壌中のダイオキシン類の環境基準は1,000pg-TEQ/g以下です。
※敷地内の土壌は施工前後の分析に適さないことが判明したため、標準砂に代え実施。
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■ 令和６(2024)年３月７日～１２月２０日 （単位：pg-TEQ/m3）

区 分 測定日 北 東 西 南

工事中 令和６(2024)年
３月

0.08 0.07 0.08 0.09

工事中 令和６(2024)年
４月 0.10 0.10 0.14 0.12

工事中 令和６(2024)年
５月

0.09 0.07 0.09 0.07

工事中 令和６(2024)年
６月

0.12 0.11 0.10 0.08

工事中 令和６(2024)年
７月 0.10 0.08 0.11 0.08

工事中 令和６(2024)年
８月

0.04 0.03 0.05 0.03

工事中 令和６(2024)年
９月

0.02 0.03 0.03 0.02

工事中 令和６(2024)年
１０月 0.01 0.01 0.01 0.01

工事中 令和６(2024)年
１１月

0.01 0.01 0.01 0.01

工事中 令和６(2024)年
１２月

0.02 0.00 0.00 0.00

※東京都環境局が定める敷地境界における推定ダイオキシン類の自主管理基準は0.6pg-TEQ/m3

① 測定箇所
ダイオキシン類測定箇所と同様

② 算出方法
廃棄物焼却施設の廃止または解体に伴うダイオキシン類による汚染防止対策要
綱（令和３年２月東京都環境局）第10条１項に準拠し算出

③ 算出結果（敷地境界）
各月における各地点の平均値を表記

（３）推定ダイオキシン類算出結果について



引き続き、周辺環境に十分配慮し解体工事を進めてまい
ります。ご理解とご協力をお願いいたします。

なお、本工事に関するご質問やご不明な点などがござい
ましたら、下記のお問い合わせ先までお願いいたします。

（お問い合わせ先）

◆立川市環境資源循環部クリーンセンター

住 所：立川市泉町2002番地（〒190-0015）

電 話：042-523-2111（内線 4014･4015）

ﾌｧｸｼﾐﾘ：042-541-5113

Eメール：clean-c@city.tachikawa.lg.jp

◆村本建設株式会社 工事事務所

住 所：立川市若葉町4-11-19（〒190-0001）

電 話：042-537-7601

ﾌｧｸｼﾐﾘ：042-537-7651

携 帯：090-9422-6345

◆受 付：月～金曜（祝日を除く）

8:30～12:00、13:00～17:00
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